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 審査結果の要旨
 簗北大学整プ膨ト科教室で多年系統的研究を続けている4次元分析り&so8rapiユyのうち著者
 は脊髄性小児麻痺(以下ボジ璽と略す)愚管《避けるバゾグラムセ』握拳追究したのである。但し、
 幻象たる男24名,女16名の下肢麻痺思者護疑いてはその蒼々の麻痺状態または組み合せ・駆
 よび結果たる機能障害がきわめて不定でコ例ごとに異って凝り,従ってこれらの対象盈一定のパ
 ターγたいしはグループに入れて,各の定型像を抽出することは至難でめる。著管はボジオ患者
 の廷わめて数多い変形・機能障害につ窓分析basogr&阻止に現われる特有な形態学的異常建
 可能なかぎり追究した。
 1・卜P工鳳ピ鶸色)楊鶴舞上縣(s).藤外鰯映(K)汐際(M)・第5中足
 骨遠位端(Z)喬、煮の空聞的軌跡の推移は各欝を通じてへ,急雨曲線の描く上体の職跡が意想外
 に正常に近く,時間せ無視した空間移動だけでは一見機鮨代健が行なわれているかのごとく錯覚
 される所一見を得たことは興味がめる。しかし各曲線特1て脚の動蓉の表現たるK,撮.Z線を:僻飼
 に兜ると正常歩行との間にかなりの偏倚があり、その変化の量・質は鯉々にきわめて不規期で,
 そのうちの特殊な変化のみを特異的に解明した。
 2・T-pl鱗elポリオのT-planeにおける1歩時間が正常に比べて減少することは当
 然でめるが日歩時潤の身長比たる歩調率でも正常と稠違奮示し.この値を正常より人ならしめ
 る圏子を抽出・勘案した。接床時醐比及び重複接床時間ははとんど全例において艇長。踵部,趾
 部の離接策順序の異常からも多くの所見愁得た。
 5H-pエa欝:へ,S2曲線が正常と異9,平行を示さず,波打ち又は交叉を示すことは
 ポ!」陸鋪の簸問題の一つであるoH'一plεmaにお・ける各線の時間的交叉ll優位は麻痺型によ
 り千差万別である。
 4v-planeニポ帰において蒋に目立つたものは相隣れる2曲線が異常に平行する場合
 で,これξま歩看ラ中鉛直肢{立固定を意味`する。踵腋が多の際ぎ妾床直冑むにZ力玉Mの上》て出ることもポ
 リオに澄ける特有像の1つとして解される。
 以上のごときポジ:才学寺有な複1雑な歩行拝章讐鯵楼態因子を4次元b&Sogrεえ組的にヵ、なりの所
 まで分析解賜したところに本論文の意味懸る。
 したがって本論交は学位を授与するに髄値あるものと判定する。
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